








































ンコース(ド レーピング1)に 参加 して,立
体裁断の理論 とテクニックについて勉強した。・
こ こで は見 学や実 習 を通 して見 聞 した
FITにお けるファッシ ョンデザイ ン教育の
一端について紹介する。
2.FITにお け るフ ァッシ ョンデザ イ ン教 育
につ いて
FITは,ニ ュー ヨー ク最大 の産 業 で あ る
ファッシ ョン業 界 のニーズ に応 えて,専 門技
術 者 とその指 導者 を養成 す るた めに1944年に
設 立 された ユニー クな教育機 関で ある。全 日
制 の専 門分野 は,ア ー ト&デ ザイ ン部門 とビ
ジネス&テ クノ ロジー部 門の2部 門 に大別 さ
れ,取 得学位 に よる区別 として準 学士,学 士,
修士 の3コ ー スが設 置 されてい る。
アー ト&デ ザ イ ン部門 フ ァッシ ョンデザ イ
ン専攻 の授 業で は,デ ザ イナーの直接指導 の
もと,デ ザ イン ・イ ンス ピレーシ ョンか らパ
ターン ・メー キ ングの技術,作 品の完成,評
価 に至 る全 プロセス を,各 段 階でチ ェックを
受 けなが ら授業 を進 める といったシステ ムが
とられてい る。最終段 階で は,ス ポー ツウェ
ア,子 供服,ニ ッ トウェア,イ ヴニ ング ウェ
ア な ど特別 分野 の中か ら選択科 目を1つ 学ぶ
こ とが義務 づ け られてい る。
1990年夏 季講座 のアー ト&デ ザ イ ン部 門 フ
ァッシ ョンデザ イン専攻(ア パ レル分 野)に
おいて開講 された カ リキ ュラムは,次 に示す
ような ものであ るが,全 日制 にお けるカ リキ








































筆 者 は,ア パ レ ル デ ザ イ ン(ド レ ー ピ ン グ
1)講 座(月 曜 か ら 金 曜 の9:00a.m.～
12:40p.m.3週 間)を 受 講 し た 。1ク ラ ス
15人,受 講 生 の 多 く は ブ ラ ジ ル や 台 湾,韓 国,
中 国 な ど か ら の 留 学 生 で,年 齢 も20代 か ら50
代 ま で とバ ラ エ テ ィ に 富 ん で お り,そ の 目 的
も デ ザ イ ナ ー や パ タ ン ナ ー を 目 指 す な ど様 々











全体のバ ランスなど厳 しいチェックがあ り,
okがでる まで何度 もや り直しをさせ られる。
かな りハー ドなスケジュールでその日の課題
を終 えて寮に帰るのはいつ も夕方,帰 ってか
らもノー トの整理や翌 日の実習の準備で追わ








ョン業界の中堅スペ シャリス トの養成 と社会
人教育 にあ り,フ ァッシヨン業界に必要な理
論 と技術の一貫 した教育が,優 れた設備 と豊
富な資料 を駆使 して,業 界での経験や実績を
持っ優秀 な教授陣 によってなされている。卒
業生の多 くは,フ ァッション業界の中核 とな
って活躍 しており,そのキャリアを次代のス




学 において も,社会のニーズに対応 した有能
なスペシャリス トの養成は不可欠であ り,そ
れに応えるのが新 しい家政学部ある.いは生活
科学部に課せ られた役割だといえよう。
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